
 

「
多
文
化
共
生
社
会
と
防
災
・
減
災
」

　

中
越
大
震
災
で
は
、2
0
0
0
人
を
超
え
る
在
日
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
被
災

し
ま
し
た
。余
震
の
中
で
、避
難
所
の
こ
と
を
知
ら
ず
不
安
な
夜
を
過
ご
し
た

人
、避
難
所
に
移
動
し
た
も
の
の
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
で
途
方
に
く
れ
た
人
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。異
国
の
地
で
遭
遇
す
る
自
然
災
害
は

ま
さ
に
命
に
か
か
わ
る
大
事
件
で
す
。災
害
発
生
時
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
が
、外
国
人
の
皆
さ
ん
に
平
時
か
ら
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、災
害
時
に
は
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

2
0
0
6
年
以
降
、中
越
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
長
岡
市
で
、「
災
害
と
防

災
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
。今
回
は
、中
越
地
域
の
復
旧
・

復
興
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
教
訓
を
発
信
し
な
が
ら
、多
文

化
共
生
社
会
に
お
け
る
交
流
と
連
携
を
主
題
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

各
国
の
次
代
を
担
う
留
学
生
た
ち
と
と
も
に
、中
越
大
震
災
の
経
験
を
基

に
、在
留
外
国
人
の
支
援
、こ
れ
か
ら
の
災
害
対
応
、復
興
に
関
す
る
施
策
や
国

際
的
な
協
力
関
係
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
ほ
か
、四
川
大
震
災
の
復
興

支
援
に
力
を
注
ぐ
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
、災
害
と

世
界
の「
絆
」に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
と
し
て
、中
越
・
新
潟
か
ら
防
災
や
被
災
地
連
携

の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
な
ど
、新
た
な
知
恵
や
協
力
関
係
を
生

み
出
す
継
続
的
な
活
動
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

［開場］12：30　［開会］13：30
2009.3.1（SUN）

主催／社団法人 中越防災安全推進機構・社団法人 北陸建設弘済会

後援／新潟県・長岡市・新潟大学 災害復興科学センター・日本災害復興学会
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※後日聴講券を発送いたします。勤務先住所を郵送先に指定される場合には、会社名もご記入ください。　※当日はなるべく公共機関をご利用ください。
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（社）中越防災安全推進機構　復興デザインセンター
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PROGRAM

　チベット出身。名前はチベット語ではペマヤン
ジェン、「ハスの花にのった音楽の神様」の意味。7
歳の時からチベット民謡と舞踊を始める。中国国
立四川音楽大学声楽学部でチベット人初の本科生
として、西洋オペラを専攻。卒業後、同校専任講師
に就任、中国各地でコンサートに出演する。
　1994年来日後、広島アジア大会を始め、韓国ソ
ウル、済洲島での音楽祭、APEC大阪大会などに出
演。99年夏にはNY国連本部コンサート公演も果た
す。チベットの文化を紹介しながら、民謡や童謡を
歌うトーク＆コンサートにはファンが多い。
　大阪で阪神・淡路大震災を経験し、被災地を応
援する阪神・淡路大震災救援演奏会に出演。1997
年からチベットでの小学校建設運動をはじめ、す
でに2000人を超える子ども達が学ぶなど、ボラン
ティア活動に積極的に取り組んでいる。
　出身地のアムド地域のンガワは、中国では四川
省のアバ県と呼ばれ、四川大地震の震源地だった。
そのため、ふるさとを支援するために、「四川省大
地震救援金」の募金活動も行っている。

バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン

（
声
楽
家
）
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1 4：20

1 5：00
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4 5

1 8：15

主催者挨拶

受付

オリエンテーション
「多文化共生社会と災害－中越の経験から（仮題）」
　羽賀　友信　長岡市国際交流センター所長

基調講演
「減災社会の推進と国際連携（仮題）」
　田尻　直人　内閣府参事官・国際防災推進担当

パネルディスカッション
「絆は国境を越えて（仮題）」
　＜パネリスト＞
　　田尻　直人　内閣府参事官・国際防災推進担当
　　吉椿　雅道　CODE海外災害援助市民センター
　　梁根栄（ヤン・クンヨン）　千葉大学大学院（韓国）
　　王芳（ワン・ホウ）　長岡技術科学大学大学院（中国）
　　Hlaing Myint Oo（ライン・ミー・ウー）
　　　　　　　　　長岡技術科学大学大学院（ミャンマー）
　＜コーディネーター＞
　　羽賀　友信　長岡市国際交流センター所長

コンサート
「世界に届け復興の祈り」
　バイマーヤンジン　声楽家、チベット出身

第1部

第2部

（代表者）

氏名5 .


